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儘 食談義
今年の食談義は、新しく建設された歌

舞伎の館での初めての開催となりました。

この日は、福浦芸能保存会のみなさん

が忠臣蔵五段目などの演目を披露したほ

か、婦人部のみなさん 乱 餅つ き踊りや

佐井音頭で花を添えました。

忠臣蔵五段目「勘平・弥五郎出会いの場」

ぬいどう子ども会による御神楽

忠臣蔵五段目「与一兵衛・定九郎金取の場」

県内外から、約１００名が参加しました佐井村の特産品を特別価格で販売



２０００年 ２月２６日（土）

歌舞伎の館にて 福讖の縢舞

田中義弘さんによる三番叟

控室で歌舞伎役者に変身中

最後は、参加者も一緒に佐井音頭を踊りました

一泊コース参加者は、翌日アルザスで木工体験 大好評だったタラのジャッパ汁



平成１２年度予算 前年度比５．１％増

億 万 千円（一般会計）

二
十
一
世
紀
に
輝
く
活
力
あ
る

ふ
る
さ
と
を
築
く
た
め
に

去
る
三
月
村
議
会
定
例
会
で
、
平
成
十
二
年
度
佐
井
村
一
般
会
計

予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
予
算
編
成
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ
て
も
佐
井

村
振
興
計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
、
健
康

で
明
る
い
豊
か
な
村
づ
く
リ
」
を
的
確
に
前
進
さ
せ
る
た
め
、
具
体

的
な
施
策
を
請
じ
た
も
の
で
す
。

◆

生

活

環

境

の

整

備

と

地

域

の

安

全

対

策

道

路

橋

梁

整

備
・
国
道
佐
井
バ
イ
パ
ス
対
策
事
業

・
両
佐
井
山
手
線
改
良
事
業

・
福
浦
川
目
線
整
備
事
業

災

害

防

止

対

策
・
急
傾
斜
地
対
策
事
業
負
担
金
（
矢
越
地
区
）

交

通

安

全

対

策
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
（
三
基
）

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助
金

◆

保

健

・

医

療

と

福

祉

の

充

実

健

康

医

療

対

策
・
婦
人
の
健
賺
づ
く
り
推
進
事
業

・
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成
事
業

・
妊
婦
及
び
乳
児
委
託
健
康
審
査
事
業

・
三
歳
児
及
び
乳
幼
児
集
団
健
康
審
査
事
業

・
老
人
保
健
事
業

環

境

衛

生

対

策
・
ご
み
焼
却
場
及
び
不
燃
物
処
理
場
管
理
運
営
事
業

・
下
北
地
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
事
業

・
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

社

会

福

祉

対

策
・
各
種
福
祉
団
体
活
動
費
補
助
金



・村民１人当たりの予算額 １，０００，６６４円（９３８，７５０円） （ ）は前年 度

総 務 費 民 生 費 衛 生 費 農林水産業費 商 工 費 土 木 費 消 防 費 教 育 費 公 債 費 そ の 他

１３９，８８８円

（１３７，２３５円）

８６，４００円

（１１４，９９８円）

１１４，０７１円

（１０４，３７８円）

２３４，９３２円

（１１３，１９７円）

４８，１２７円

（２６，９０３円）

３０，９４０円

（４２，８０４円）

６５，２２１円

（８６，０５８円）

６８，０１０円

（１０４，５６７円）

１７０，２１３円

（１６５，９８５円）

４２，８６２円

（４２，６２５円）

※２月末人口３，２０５人で計算

・
地
域
福
祉
ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業

・
身
体
障
害
者
保
護
措
置
関
係
業
務

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

・
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業

老

人

福

祉

対

策
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

・
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

・
介
護
予
防
及
び
生
活
支
援
事
業

児

童

福

祉

対

策
・
牛
滝
地
区
へ
き
地
保
育
所
運
営
事
業

・
保
育
所
運
営
事
業

◆

産

業

振

興

対

策

農

業

振

興

対

策
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２１
農
業
・
農
村
活
性
化
事
業

・
佐
井
村
土
地
改
良
区
補
助
金

林

業

振

興

対

策
・
流
域
森
林
総
合
整
備
事
業
（
造
林
）

・
生
活
環
境
保
全
林
整
備
事
業
（
薬
師
山
）

・
ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
事
業

（
大
佐
井
川
添
線
・
黒
岩
線
）

・
鳥
獣
害
防
止
施
設
整
備
事
業

・
菌
床
し
い
だ
け
栽
培
事
業

水

産
業

振
興

対
策
・
並
型
魚
礁
設
置
事
業

・
佐
井
村
漁
業
協
同
組
合
補
助
金

・
長
後
及
び
磯
谷
漁
港
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

・
福
浦
漁
港
局
部
改
良
事
業

・
漁
港
事
業
負
担
金
（
佐
井
、
磯
谷
、
牛
滝
）

商
工
観
光
振
興
対
策
・
仏
ヶ
浦
水
道
改
良
事
業

・
仏
ケ
浦
港
湾
整
備
事
業
負
担
金

◆

教

育

文

化

の

振

興

対

策

教

育

施

設

整

備
・
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
招
致
事
業

・
磯
谷
小
中
学
校
外
壁
改
修
事
業

社

会

教

育

事

業
・
赤
十
字
の
異
づ
く
り
推
進
事
業

・
天
然
記
念
物
食
害
対
策
事
業

・
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業

保

健

体

育

事

業
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
補
助
金

特
別
会
計
予
算

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

一
億
四

。七
九
五
万
七
千
円

清
潔
で
安
全
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の
建

設
や
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
を
扱
う
会
計
。

下

水

道

事

業

特

別

会

計
四
億
五

。四

一
五
万
七
千
円

健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域
及
び
海
辺

の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
下
水
道
施
設
の
建
設
や
維
持
管
理

に
要
す
る
経
費
を
扱
う
会
計
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

二
億
八

。四
〇
三
万
五
千
円

医
療
費
の
支
払
い
や
、
み
な
さ
ん
の
健
康
管
理
の
た
め
の
必

要
経
費
を
扱
う
会
計
。

老
。人

保

健

特

別

会

計
二
億
六

。七
五
五
万
九
千
円

壮
年
期
か
ら
の
疾
病
予
防
、
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
老
人

医
療
費
を
扱
う
会
計
。

介

護

保

険

特

別

会

計
一
億
九

。三
四
八
万
六
千
円

介
護
を
家
族
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
で
支
え
あ
い
総
合
的
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
経
費
を
扱
う
会
計
。



一 緑の募金にご協力くださいー

「緑の募金」は「緑の羽根募金」として、昭和２５年以来緑化推進運動の一環として募金運動が展開され

て きました。
平成 ７年には「緑の募金」として生まれ変わり、地球規模での森林を守り育てていくことを目指してい

るものです。

佐井村でも、平成１１年３月 ８剛こ、「佐井村緑化推進委員会」を設立し、家庭内募金活動を主体に全村

で緑化運動を図ったところ、３９１，４５７円の募金が集まりました。

村民のみなさんには、ご協力いただき誠にありがとうございました。

この募金の４５％（１７６，１５６円）が村に交付されており、平成１２年の緑化推進事業として活用することになっ

ています。

使途については、平成１２年２月に行われた佐井村緑化推進委員会総会で協議した結果、三地区に緑化木

の配布をすることに決定しました。

かけがえのない緑を守るため、今後、毎年「緑の募金」運動を行いますから、村民のみなさんのご協力

をお願いします。

あなたの方法で

「みどりづくり」にご 参加を！

■緑の募金期間

「春季募金活動」 ○毎年４月１日～５月３１日

家庭内募金活動を中心に町内会連合会が母体となり、官公庁、学校、企業などが募金箱による募金を展

開します。
「秋季募金活動」 ○毎年９月１日～１０月３１日

イベントなどでの募金活動を行います。
圃緑の募金の使途

○募金は、次のように、さまざまな森林づくりに活用されます。
植樹祭、緑の少年団の育成、各地区の公共施設などへの緑化木の配布。

■募金の主体

○佐井村緑化推進委員会（村緑推）が行います。
村緑推では、家庭内募金を１戸当たり３００円を目標として、行政連絡員及び補助員の協力を得ながら募

金をお願いしますから、主旨をご理解いただきご協力くださるようお願いします。
■問い合わせ

○村緑推事務局（役場農林水産課内） 音物２１１１



牛滝漁港修築事業（高床式人工地盤）完成予想図

現
在
、
牛
滝
漁
港
の
修
築
事
業

と
し
て
、
全
国
初
の
施
設
と
な
る

高
床
式
人
工
地
盤
の
造
成
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

牛
滝
地
区
は
、
小
型
定
置
網
漁

業
が
大
半
を
占
め
、
漁
網
の
修
理
、

洗
浄
作
業
や
保
管
、
ま
た
、
コ
ウ

ナ
ゴ
漁
の
干
場
な
ど
に
広
い
用
地

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
牛
滝
地
区
は
、
三
方

を
山
に
囲
ま
れ
平
坦
地
が
少
な
く
、

用
地
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

隕
ら
れ
た
漁
港
用
地
の
有
効
利
用

を
目
的
と
し
て
、
高
床
式
の
人
工

地
盤
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

決
定
し
た
名
前
は
、
案
内
板
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
に
使

用
さ
れ
ま
す
。

■応 募 の 締 切 日

平 成 １２年 ４ 月 ３０日（日）消 印 有 効

■応 募 先

〒０３９－４７１１青森県下北郡佐井村大字佐井字糠森２０番地

佐 井 村 役 場 建 設 課

採 用 決定 者 に は 記念 品 を 贈呈 し ま す

応 募 方 法

官製ハガ半の裏面に

①人工地盤の名前

②その名前を付けた理由

③自分の住所・氏名・年齢

④電話番号

を記入してください。



７と冫？ｉだ

３ 月 ３ 日 は ひ な ま つ り

三
月
三
日
、
佐
井
村
保
育

所
で
「
ひ
な
ま
つ
り
集
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
ゆ
う
ぎ
室
に
は
、
こ
の

日
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち

が
一
生
懸
命
作
っ
た
手
づ
く

り
の
ひ
な
人
形
が
い
っ
ぱ
い

に
飾
ら
れ
、
園
内
は
、
ひ
な

ま
つ
り
ム
ー
ド
一
色
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
ぞ
う
組
の
み
ん

な
が
作
っ
た
卵
焼
き
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
具
が
入
っ

た
手
巻
き
寿
司
を
食
べ
て
お

祝
い
し
ま
し
た
。

みんなで楽しいひとときを

三
月
十
二
日
、
ア
ル
ザ
ス

し
お
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
「
第

十
二
回
婦
人
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
欧
州

于
不
ル

ギ
ー
・
原
子
力
事
情
調
査
に

参
加
し
た
東
出
ミ
ヤ
さ
ん
の

報
告
が
あ
り
、
参
加
者
た
ち

は
、
原
子
力
に
つ
い
て
高
い

関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
運
動
指
導
士

川
畑
智
子
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
簡
単
な
実
技
を
交
え
た

講
演
や
参
加
団
体
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ

れ
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

磯谷 キ ツ ネ踊 り 大 好 評

三
月

五
日

、
下

北
文
化

会

館

大

ホ

ー
ル

で
、
「
第

十

一

回
下

北
地
域
伝

承

郷
土
芸

能

発
表
会

」

が
開
催

さ
れ

、
当

村

か

ら
は

、
磯
谷

敬
神
会

が

出

演

し
、
「
磯

谷

キ

ツ

ネ

踊

り
」

を
披
露

し
ま

し
た

。

こ

の
日

は
、
一

階

・
二

階

席
と

も
す

べ
て
埋

ま
り

、
立

ち
見

客

が
出

る
ほ

ど

の
超

満

員

の
中
、
役
者

さ
ん

た
ち
は

、

日
頃

の
練

習
の
成

果
を

存
分

に
発

揮
し

て

い
ま

し
た

。

特

に

キ
ツ
ネ
と

漁
師

の
問

答
な

ど
は

、
観
客

の
笑

い
を

誘

い
、
盛

ん
に
大

き
な

拍
手

が
送

ら
れ

て

い
ま

し
た

。

未来への新たなる旅立ち…

三

月

と

い

え

ば

、

卒

業

シ

ー
ズ
ン

。
今
年

も
、

村
内

七

つ
の
小

・
中
学

校
で

卒
業

式

が
行

わ

れ
ま
し

た

。

卒

業
生

た
ち
は

、
大

き
な

期
待

と
不

安
を
胸

に
、

思

い

出

が
た
く

さ
ん
詰

ま

っ
た
学

び
舎
に
別

れ
を

告
げ
ま
し
た
。

こ

れ
か

ら
は
、

そ

れ

ぞ
れ

が
別

々

の
道
を
歩

む
こ

と
に

な

る
と
思

い
ま
す

が
、

常
に

チ

ャ

レ

ン

ジ

精

神

を

忘

れ

ず
、

自
分

の
夢

に
向
か

っ
て

頑
張

っ
て

く
だ

さ

い
。

「
卒

業

お

め

で

と

う

」

み

な

さ
ん
の
新
天

地

で

の

活
躍

を
期

待
し

て

い
ま

す

。



第 ２２ 回 佐 井 享ｉｌｌｄ丶！学 生 卓 薫求 大 会
第 ３０回 佐 井 享ｌ 卓．球 選 手 権 大 会

２月２７日（日）佐井中学校体育館
作 半 亘 垂 ］匹

優 勝 磯 谷 健 太

準 優 勝 布 施 大 地

第 三 位 小 笠 原 直 也

中 村 与 志 美

作 垂 半 九 回 ］

優 勝 工 藤 沙 織

準 優 勝 若 山 涼 子

第 三 位 木 下 麻 由 美

工 藤 歩 美

匡 千 垂 四 万

優Ｅ 月券 太 田 字谷一 良１５

璋皀イ憂月券 椢ｌ 囗 矛囗 大

第 三 位 木 下 雅 也

磯 谷 学

千 二 半 九 ）口

優 勝 間 山 友 紀

璋同憂 月券 淬己 イ尹 智１糸会美

第 三 位 太 田 理 沙

福 沢 麻 衣 子

匸 片面匹水コ

優 勝 竹 内 美 貴
準優勝 菊 池 清 春
第三位 島 野 慶 司

平久保 多加子
匸 尚 尚 （

優 勝 花 と 中 年
準優勝 タ ン バ リ ン
第三位 フ ア ミ リ ー

毎

年

恒

例

と

な

っ

て

い

る
ナ

イ

タ

ー

卓
球

大

令

气

今

年

で

二
十

三

回

目

を

数
え

、

一
月

二

十

一

日

か

ら

二

月
四

日

ま

で

の
約

二

週

間

に

わ

た

り

、

佐

井

小

学

校

体

育

館

で

熱

戦

が

繰

り

広

げ

ら

れ

ま

し

た

。

今

年

は

、

Ａ

・
Ｂ

ブ

ロ

ッ

ク
合

わ

せ

て

十

一

チ

ー

ム
が

参

加

。

Ａ

ブ

ロ

ッ

ク
は

匸

ニ
チ

ー

ム

が
三

勝

一

敗

で

並

ぶ
混

戦

と

な

り

ま

し

た

が

、

得

失

セ

ッ

ト

差

で

花

と

中

年

チ

ー

ム

が
、

Ｂ

ブ

ロ

ッ

ク
は

、

全

勝

で

⑧

菊

池

商

店

チ

ー
ム

が

、

そ

れ

ぞ
れ

優

勝

を

飾
り

ま

し

た

。

結

果

は

次

の

と

お
り

で

す

。

帰

旧

回

」

優

勝

花

と

中

年

準

優

勝

横
浜
チ
ー
ム

三

位

第
一
滝
本
館

帰

旧

ぼ

」

優

勝

⑤
菊
池
商
店

準

優

勝

ピ
ン
ポ
ン

コ
ン
パ
ク
ト

三

位

第
二
滝
本
館

Ａブロック Ｂブロック

各チーム代表者

仄 元 心 ‾

・たきもとです 田名部二郎

・第一滝本館 田名部直仁

・横浜チーム 横浜 厚子

・花 と中 年 竹内 孝

・ピンポンイン パクト 古 谷 吉 光

Ｂブロック

・ 第二滝本館 奥本 賁樹

・ファミＵ一 間山 英伸

・ 佐井レク 宮野 順一

・ シャトル エ 藤 節 子

・ピンポンコンパクト 高 坂 隆 幸

・ ⑤菊 池 商 店 菊 池 丈 博



啄略碌痂より

今日は何の日？

～４月１８日～

寒
さ
も
次
第
に
ゆ
る
み
、
春
の

気
配

が
感
じ
ら
れ
る
今
日
こ

の

頃
。
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
よ
つヽ
か
。

さ
て
、
四
月
十
八
日
は
何
の
日

だ
と
思
い
ま
す
か
。
お
気
づ
き
の

方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、「
４

Ｔ
８
＝
よ
い
歯
」
の
日
な
の
で
す
。

村
で
は
、
歯
科
保
健
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
歯
及
び
歯
ぐ
き

が
悪
い
と
い
う
こ
と
は
、
生
死
に

直
接
関
わ
り
が
な
い
こ
と
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
生
を
楽

し
く
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
に

は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
も
重
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。

母
親
教
室
、
健
診
、
保
育
所
で

の
む
し
歯
予
防
教
室
、
地
区
の
健

康
教
室
、
保
健
福
祉
大
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
利
用
し
て
、
歯

の
健
康
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

８
０
０
５
か
ら

８
０
２
０
へ

８
０
２
０
運
動
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
八

十
歳
で
二
十
本
の
歯
を
残
そ
う
と

い
う
運
動
な
の
で
す
が
、
実
際
の

と
こ
ろ
八
十
歳
で
の
残
存
歯
は
五

本
く
ら
い
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
三
十
二
本
も
あ
る
永
久
歯
が

五
本
に
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。
平
均
寿
命
は
長
く
な
っ
た

の
に
、
歯
の
寿
命
は
平
均
寿
命
に

追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
本
来
歯
は
老

化
で
は
失
わ
れ
ま
せ
ん
。
歯
の
寿

命
は
日
頃
の
手
入
れ
に
よ
っ
て
決

ま
る
の
で
す
。

む
し
歯
予
防
教
室
四
様
子

二
歳
六
ヶ
月
児

歯
科
検
診

む
し
歯

ゼ囗

五
十

嵐

秀

平

く
ん
（
磯
谷
）

加

藤

愛

里

ち
ゃ
ん
（
大
佐
井
）

松
谷

凌
雅
く
ん（
大
佐
井
）

ちよつと １

提供 食生活改善推進員

～乳製品を料理に使つてみませんか～

きのこごはん （１人分 ４８８ｋｃａｌ）

＜ 材料 ：４ 人 分＞

米 ４５０９（３合）

牛乳 ３００ｍ２

水 ３囗Ｏｍ０

油揚げ １枚

人参 垢本

しめじ ２００９

えのき茸 ２００９

生しいだけ１００９

しょうゆ 大さじ２

酒 大さじ２

さやえんどう ３０９

＜ 作り 方＞

①米は洗って３口分位、水に浸し ておく。

②油揚げは油ぬきし 、３ｃｍの長さのせん切りにし 、人参も３ｃｍのせん

切りにする。

③しめじは根を取って小分け。しいたけは石づきを取ってせん切り、

えのき萪は根を落として半分に切る。

④さやえんどうは、坩ゆでし、せん切りにする。

⑤①の米をザルに上げ 、炊飯器に移し、牛乳、しょうゆ、酒を加え、

水で水位の目盛りまで調整してから、②③を加え軽く混ぜて炊き上

げる。

⑥全体を混ぜて盛り付け、さやえんどうをちらす。



最終回（全６回）
保険料とその納め方は？

６５歳以上の人と、４０～６４歳までの人とでは異なります

６５歳以上の人（第１号被保険者）の保険料

◆保険料

保険料は、住んでいる市区町村のサービス水準に
よって異なります。施設やホームヘルパーなどが多く
サービスが充実している市区町村では保険料は高くな
り、反対にサービスが少ない市区町村では保険料は低
くなります。

また、この保険料は、所得に応じて５段階に分けら
れます。

◆保険料の納め方

老齢・退職年金が月額１５，０００円以上の人は、年金から天引きされます。年金額が月額

１５，０００円に満たない人は、口座振替などによって個別に市区町村に納める仕組みとなってい
ます。

ただし、新しい制度に慣れていただくための特例措置として、
●平成１２年４～９月までの半年間………………………………納めなくてもよい
●平成１２年１０月～平成１３年９月までの１年間…………………本来納める保険料の半額とする

ことができるように、国は市区町村を財政支援します。
＊この措置は、市区町村によって異なる場合があります。

４０～６４歳までの人（第２号被保険者）の保険料

◆保険料

保険料の計算の仕方や額は、加入している医療保険によって異なります。

健 康 保 険 ・ 共 済 組 合 に

加 入 し て い る 場 合

・保険料は給料に応じて異なります
Ｏ

・保険料の半分は事業主が負担します。

・サラリーマンの妻などの被扶養者の分は、

新たに保険料を納める必要はありません。

国 民 健 康 保 険 に

加 入 し て い る 場 合

・保険料は所 得や資産など に応じて異な

ります。

・保険料と同額 の国庫負担がありま す
Ｏ

・世帯主 が、世帯員の分も負担しま す、

◆保険料の納め方

医療保険の保険料に上乗せして一つの保険料として、加入している医療保険に納めます。

お問い合わせは、
佐井村役場 住民福祉課

佐井村役場 財 政 課
へ

厚生省 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｈｗ．９０．ｊｐ



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

～ 新入学児童を交通事故から守ろう ～

厳
し
い
冬
も
過
ぎ
去
り
、
何
と
な
く
寂
し
気
に
見

え
た
海
や
山
の
色
も
元
気
づ
い
て
来
た
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
、
今
年
も
十
五
名
の
新
入
学
児

童
が
、
間
も
な
く
入
学
式
を
迎
え
ま
す
。

村
で
は
、
こ
の
か
わ
い
い
新
入
学
児
童
を
悲
惨
な

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
次
の
交
通
安
全
グ
ッ
ズ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

黄
色
い
安
全
帽

こ
の
帽
子
を
着
用

し
て
い
る
際
に
、
交

通
事
故
に
遭
遇
し
た

場
合
に
は
、
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
死
亡
し
た
と
き

五
万
円

・
ヶ
ガ
を
し
た
と
き

二
万
円

外
に
出
る
と
き

は
、
帽
子
の
着
用
を

忘
れ
ず
に
１
・

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

ラ
ン
ド
セ
ル
の
背
面
に
付
け
る
蛍

光
色
の
カ
バ
ー
で
す
。
交
通
事
故
が

多
発
す
る
夕
暮
れ
時
な
ど
で
も
、
ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
視
認
性
も
高
く
、

交
通
事
故
か
ら
身
を
守
っ
て
く
れ
ま

す
。

オ
ー
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ

男
の
子
用

女
の
子
用

カバンなどに付け、その振動により自動的にラ

イトが点滅し、夜間などでもドライバーに自分の

存在をアピールでき、交通事故から身を守ってく

れます。

四
月
六
日
か
ら
十
五
囗
ま
で
全
国
一
斉
に
春
の
交
通
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

当
村
で
は
、
こ
の
期
間
に
次
の
運
動
を
展
開
す
る
予
定

で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
参
加
・
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
の

貼
付
作
業

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

・
交
通
安
全
旗
の
掲
揚

矢

日
～
十
五
旦

・
街
頭
指
導

（
十
日
～
十
五
旦

・
新
入
学
児
童
下
校
時

安
全
歩
行
お
手
伝
い

（
十
日
～
二
十
一
旦

・
新
入
学
児
家
庭
訪
問

・
交
通
安
全
教
室

交 通 事 故 死 ゼ 囗

みんなで達成しよう！

次の目 標は１，０００日

た だ い ま の 記 録

（４月１日現在）

８ ４ ７ 日

シートベ ルト着 用 率

（３月１日現在）

９ １
．
６ ７ ％

県内 １０位

（参考）

第１イ立：南郷村 ９７．３７％



～

ら
佐
井

駐
在

幺

ｅ

ｆｐ
巨
匯
β

駐
在
所
連
絡

協
議
会
を
開
催

二
月
二
十
五
囗
、
ア
ル
ザ
ス
ニ

階
和
室
で
、
佐
井
駐
在
所
連
絡
協

議
会
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
東
出
昇
村
長
を
け
じ

め
役
場
の
幹
部
職
員
、
各
地
区
代

表
、
各
種
団
体
の
長
が
出
席
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
各
委
員
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
、

住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
の
問

題
点
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

醫
蓬
朧
雲
實
男

古

佐

井

地

区

能

登

昭

造

古

佐

井

地

区

蒔

田

正

利

古

佐

井

地

区

渋

田

昌

平

大

佐

井

地

区

菊

池

丈

博

大

佐

井

地

区

㈲

原

達

雄

大

佐

井

地

区

小

笠

原

忠

雄

原

田

地

区

加

藤

秀

夫

川

目

地

区

中

村

壽

藏

矢

越

地

区

宮

澤

敏

男

磯

谷

地

区

横

浜

満

男

長

後

地

区

大

石

光

明

福

浦

地

区

田

中

明

正

牛

滝

地

区

中
西

正

役

場

総

務

課

渡

邊

隆

一

役
場
住
民
福
祉
課

佐

賀

公

栄

防

犯

指

導

隊

中

村

豈
二

少
年
補
導
協
力
員

千

葉

英
雄

交

通

指

導

隊

東

出

大

漁
業
協
同
組
合

新
田

常

雄

老
人
ク
連
合
会

藤
田

重

良

社

福

協

会

長

福
田

梅

吉

※
地

域

住

民

と

駐

在

所

の

パ
イ

プ

役

で

す

。

よ

ろ
し

く

お
願

い

し

ま

す

。

駐
在
所

連

絡
協
議
会

塹

萇

に

能
登
氏
一一一
出

能登 昭造氏

連
絡
協
議
会
総
会
で
、
役
員
の

改
選
が
行
わ
れ
新
会
長
に
能
登
昭

造
氏
、
副
会
長
に
加
藤
秀
夫
氏
、

瀬
原
達
雄
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

警
察
、
駐
在
所
に
対
す
る
意
見
・

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
会
長
、

副
会
長
を
は
じ
め
各
委
員
の
方
を

通
じ
て
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
ど

ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

巡
回
連
絡
に

ご
協
力
を
～・

警
察
官
が
み
な
さ
ん
の
お
宅
を

訪
問
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
意
見

や
要
望
を
聞
き
、
地
域
の
安
全
に

役
立
て
る
活
動
で
す
。

御
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

あなたのまわりに

不審な人はいませんか？

子
供
た
ち
を
守
ろ
う

平
成
元
年
以
降
、
全
国
で
八
件

の
未
成
年
者
行
方
不
明
事
案
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
青
森
県
内
で
は

発
生
が
な
い
も
の
の
隣
の
岩
手
県

で
は
平
成
九
年
に
六
歳
の
女
の
子

が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
は
、
子
供
た
ち
に

ひ
と
り
で
は
遊
ば
な
い
よ
う
に
教

え
て
く
だ
さ
い
。
遊
ん
で
い
る
子

供
た
ち
に
は
で
き
る
だ
け
声
を
掛

け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

見
知
ら
ぬ
大
人
が
子
供
に
声
を

掛
け
る
事
案
が
発
生
し
た
際
は
、

す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

離
任
挨
拶

こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
転
勤
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
わ
ず
か

二
年
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大

過
な
く
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
は
村
民
の
み
な
さ
ん
の
暖
か

い
ご
支
援
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

新
入
学
の
シ
し
ス
ン
で
す
。

全
村
を
あ
げ
て
新
入
学
児
童
を

交
通
事
故
か
ら
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
子
供
で
な
く

と
も
一
声
掛
け
て
、
交
通
ル
ー
ル

を
教
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
横
断
歩
道
を
正
し
く
渡
る

○
道
路
で
は
遊
ば
な
い
、
ふ
ざ
け

な
い
、
飛
び
出
さ
な
い

○
家
か
ら
出
る
時
に
左
右
を
見
る

癖
を
つ
け
さ
せ
る

な
ど
に
気
を
つ
け
て
、
保
護
者
の

方
が
手
本
を
示
し
て
教
え
て
あ
げ

ま
し
ょ
つヽ
。

大間警察署の免許更新講習日の予定は、４月６日・４月２０日・５月２日となっています
Ｏ



お知らせ
コーナー

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

厚
生
省
で
は
人
口
動
態
調
査
を

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
出
生
・
死

亡
・
死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の
各

届
書
を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の

状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す

が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に

は
、
届
書
に
職
業
の
記
入
も
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
あ
わ
せ

て
産
業
の
記
入
も
お
願
い
し
ま

す
。調

査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福

祉
の
向
上
に
役
立
て
る
た
め
の
統

計
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
国
勢
調
査
の
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
届
出
を
さ
れ
る
方

に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■
調
査
期
間

平
成
十
二
年
四
月
一
日
（
土
工

平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
（
占

■
調
査
対
象
者

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
届
を
出
さ
れ
る
方

崇
窓
口
に
「
出
生
届
・
死
亡
届
・

死
産
届
・
婚
姻
届
・
離
婚
届
を
さ

れ
る
方
に
お
願
い
（
職
業
・
産
業

例
示
表
）
」
が
偸
之
付
け
て
あ
り

ま
す
の
で
、
参
考
の
上
、
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

四
月
は
保
険
料
の
最
終
納
付
月

忘
れ
ず
に

平
成
十
一
年
度
（
平
成
十
一
年

四
月
か
ら
平
成
十
二
年
三
月
）
分

の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

四
月
は
、
平
成
十
一
年
度
分
の

保
険
料
を
金
融
機
関
で
納
め
る
こ

と
の
で
き
る
最
後
の
月
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
将
来
受
け
る
老
齢

基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
万

一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
か
な
ら

ず
四
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
は
前
納
で
き
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
保
険
料
を
一
年
分

ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険
料
が
割

引
さ
れ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
？こ

れ
を
【
前
納
制
度
】
と
い
い

ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
毎
月

納
め
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

平成１２年度 国民年金保険料

●毎月納付した場合

１３，３００円×１２月＝１５９，６００円

●前納した場合

１５５，７５０円

３，８５０円お得

前
納
に
つ
い
て
は
、
四
月
中
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課昔

⑩
り乙
１
１
１

労

働

保

険

の

年

度

更

新

事
業
主
の
方
へ

労
働
保
険
の
申
告
・
納
付
は
お

済
み
で
す
か
？

平
成
十
一
年
度
確
定
保
険
料
・

平
成
十
二
年
度
概
算
保
険
料
の
申

告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
申
告
書
の
提
出
及
び
保

険
料
の
納
付
期
限
は
五
月
二
十
二

囗
で
す
か
ら
、
お
早
め
に
お
近
く

の
銀
行
・
郵
便
局
な
ど
で
手
続
さ

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
・
納
付
が
同
時
に

で
き
な
い
と
き
は
、
黒
刷
り
の
申

告
書
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
ま
た
は
青
森
労
働
局
へ
、
ふ
じ

色
刷
り
の
申
告
書
は
青
森
労
働
局

へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
、
納
付
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

青
森
労
働
局労

働
保
険
徴
収
室

公
０
１
７
（
７
３
４
）
４
１
４
５

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

一
ヶ
月
延
期
さ
れ
ま
す

平
成
十
二
年
度
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
課
税
台
帳
を
関
係
者

に
お
見
せ
し
ま
す
。

■
期
間

四
月
三
日
（
月
）
～

四
月
二
十
四
日
（
月
）

玉

・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）

■
時
間

午
前
八
時
十
五
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

■
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ

役
場
財
政
課
税
務
係

公
⑨
り乙
１
１
１

佐井村に新しい商店街潮 風 協 同 組 合
毎月第２・第４日曜日は商店街大売出し．７

（第３日曜日は定休日）



佐
井
村
結
婚
祝
金
支
給
要
綱

変
更
の
お
知
ら
せ

佐
井
村
結
婚
祝
金
支
給
要
綱
が

次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
新
郎
・
新
婦
の
い
ず
れ
か
が
、

－

佐
井
村
に
住
所
を
有
し
、
結
婚

後
も
佐
井
村
に
居
住
の
意
志
の

Ｉあ
る
者
。

↑

①
新
郎
・
新
婦
の
い
ず
れ
か
が
、

－

佐
井
村
に
住
所
を
有
す
る
者
、

ま
た
は
出
身
者
。

②
村
の
管
理
す
る
施
設
を
利
用

し
、
会
費
制
で
行
い
、
そ
の
会

－

費
は
一
万
円
以
内
と
し
た
と

↑

②
村
の
管
理
す
る
施
設
を
利
用

し
、
会
費
制
で
行
い
、
そ
の
会

－

費
は
一
万
三
千
円
以
内
と
し
た

②

略

①
お
色
直
し
は
三
回
以
内
と
し
た

Ｉと
き
。

↑
削
除

■
問
い
合
わ
せ

佐
井
村
教
育
委
員
会社

会
教
育
課
。

登
⑩
４
ｒ
Ｄ
Ｏ
冖ｎ
）

国

家

公

務

員

採

用

試

験

Ｉ

種

■
ｔ＝
ｌ種

・
ｍ

種

人
事

院

で
は

、

次

の
と

お
り

国

家
公

務
員
採

用
試

験
を
行

い
ま
す

。

●

Ｔ
⊥
種

試

験

（
大

学

卒

業

程

度

）

○

申

込
期

間

・

郵

送
受

付

四

月

四

日
（
火

）
～

五

月

十

一
日
（
木

）

・

持

参
受

付

五

月

一
日
（
月

）
～

五

月

十

一
日
（
木

）

○

申

込
用

紙

配

布

予

定

日

三

月

二

十

一

日
（
火

）

○

第

一
次

試

験
日

六

月

十

一
日
（
旦

●

Ｈ

種

試

験

（
大

学

卒

業

程

度

）

○

申

込
期

間

Ｔ

種

試

験

と

同

じ

で

す

。

○

中

込

用

紙

配

布

予

定

日

三

月

二

十

一

日
（
火

）

○

第

一
次

試

験

日

七

月

二

日
（
旦

●
ｍ

種

試

験

（
高

校

卒

業

程

度

）

○

申
込

期

間

六

月

二

十

一
日

玉

）
～

六

月

二

十

八

日
（
水

）

○

申

込
用

紙

配

布

予

定

日

五

月

十

五

日
（
月

）

○

第

一
次

試

験

日

九

月

三

日
（
旦

糸
郵

送

に
よ

る
申

し

込

み

の

場

合

は

、
申

込

期

間

の
最

終

日

の

消

印

ま

で
有

効

で

す

。

■
問
い
合
わ
せ

人
事
院
東
北
事
務
局

第
二
課
試
験
係

音
０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

自

衛

官

募

集

平
成
十
三
年
度

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

■
種
目

一
般
・
技
能
幹
部
候
補
生

■
受
験
資
格

二
十
二
歳
以
上
二
十
六
歳
未

満
で
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者
。
大
学
院
修
士
課
程

修
了
者
（
見
込
み
）
に
つ
い
て

は
二
十
八
歳
未
満
。

■
受
付
期
間

四
月
十
日
（
月
）
～

五
月
十
二
日
（
金
）

■
試
験
期
日
（
一
次
）

五
月
二
十
七
日
（
土
）

二
十
八
日
（
旦

奈
二
十
八
日
は
飛
行
要
員
の
み

■
合
格
発
表
（
一
次
）

六
月
十
六
日

釜

）

一

入
（
校
）
隊
日

平
成
十
三
年
三
月
下
旬
～

四
月
上
旬

■
問

い
合
わ
せ

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部

む
つ
募
集
事
務
所

音
図
７
４
８
４

春 の 火 災 予 防 運 動

青森県春の火災予防運動が、今年度も４月１０囗から

４月１６日まで実施されます。

この運動は、「住宅火災防止」（特に高齢者、幼児の

火災による死傷の防止）、「林野火災防止」を目的とし

ています。

火災Ｏをめざし、村民のみなさんのご協力をお願い

します。

あぶ ない よ ひとりぽっちにした その 火

むつ科学技術館だより
４ 月２３日（日）… 科 学 技 術 週 間 イ ベ ント（ 無 料 開 放 し ま す 。）

・ ア ニ メ 上 映 会 … デ ィ ズ ニ ー ア ニ メ 「タ ー ザ ン 」

上 映Ｅ時間 ①１０：０〔〕～１１：３０ ②１３：００～１４：３０ ③１５：〔〕〔〕～１６：３０

・ 工 作 教 室 … 『紙 飛 行 機 を 作 ろ う ！ 』（ 先 着 ３０名 ）

受 付 時 間 ９：３〔〕～１０：〔〕０ 開 催 時 間 １２：｛｝０～ １３：００

・ 工 作 教 室 …『オ リジ ナ ル ・ カ ッ プ を 作 ろ う ！ 』（ 先 着３０名 ）

受 付 時 間 １２：３０～１３：００ 開 催 時 間 １５：００～１６：ＯＤ

・ 探 求 コ ー ナ ー … 超 低 温 の 世 界 を 調 べ よ う １１：３０～１２：０〔〕

真 空 の 世 界 を 調 べ よ う １４：３０～１５：０〔〕

海 の 『 も し も
』

は １ １ ８ 番

海上でのＳＯＳに、電話による緊急番号ができました

海上 保 安庁 は、海 上 にお け る 事件 ・事故

の 通報 用 に、警 察 の１１０番 や消 防 の１１９番 と

同 様、 局 番 な し ３桁 番号 「１１８ 番」 を、

平 成１２年 ５月 １日 から 運用 します。

加入 電 話、 公 衆電 話 、 携帯 電 話 、船 舶電

話 な ど、ほ とん どの 電話 か ら利 用 で き ます。

■問い合わせ

・第二管区海上保安本部 警備救難部警備課

Ｓ ０２２（３６３）０１１１ 内線２６１

・青森海上保安部 警備救難課

Ａ Ｏ１７（７３４）２４２１



満１歳おめでとう／／

宮 木 利 幸
に

（利文・優子）大佐井

佐 藤 直 人
に

（実・綾子）原 田

福 田 凌 に

（昭則・都）磯 谷

新しい船で仏ヶ浦まで行つてみませんか！！

乗 船 希 望 者 募 集

新造船 サイ ライト

就航記念サービス（無料）
レｊｊ‾‾▽‾・函り 村内に居住している方

船名募集に応募された方

レ乗丿 ４月２５日火～４月２９日出

し崋）（ 無）（ ）佐井港発（所要時間９０分）

①９：００ ②１０：４０ ③１３：２０

レ裾‾拓‾‾切‾り］ ４月２４日非

レ申 し 込 み 佐井定期観光㈱ アルザス内４ぐ４４ 万年］

ａ ⑩２２５５ 担当 島野

※天候や乗船定員の関係上、希望日時は調整に

なる場合もありますので、ご了承ください。

戸籍の窓口 ３月１５日現在

○ご結婚おめでとう
（島 野 政 人 大 佐 井

植 田 明日香 神奈川県

○おくやみ申し上げます

上 山 行 雄 （光 広） 川 目

佐々木 志 ゑ （寛 昭） 古佐井

黒 沢 秀 雄 （ゆ き） 大佐井

田 中 稲 吉 （す の） 福 浦

島 野 秀 美 （房 子） 大佐井

※個人のプライバシーを尊重する意味で、

掲載して欲しくない方は、届出の際、係

に申し出てください。

佐井村の人口 ２月２９日現在

男 １ ，６０ １ （土 ㈲

女 １ ，６０ ４ （ ２）

計 ３ ，２０５ （ ２）

世帯 数 １ ，１ １６ （十 Ｔ）

（ ）内は前月比

“ゴ宀ルデシウイｒクは下北交通のふるさとバスで” 佐井 加 － ・Ｓ・東京 ‾二
◆ 帰省 バス （上 野→ むつ ・佐井 方面 ）

■ ４月２８日 ・２９日・ ５月 ２日 ・ ３日

上 野公 園第 一 駐車場（２０：０（））発０ 大畑 着（８：３０）佐 井着（１０：２１）

（大畑駅より８：５５発定期バスヘ乗り換え）

■ ５月 ７日 ・ ８日

上 野公 園第 一 駐車場（８：（）Ｏ）発⇒ 大畑（２０：３０）着

◆ 上京 バス （佐 井 ・むつ →上野 方面 ）

■ ４月２７日 ・２８日・ ５月 １日 ・２ 日

佐 井（５：１９）大 畑駅（７：００）発⇒ 上野 公園 第一 駐車場（１９：３０）着

（佐井車庫発の定期バスに乗車で大畑駅降車）

■ ５月 ５日 ・ ６日

佐 井（１７：１７） 大畑 駅（１９：００）発 ゆ上 野公 園第一 駐車 場（７：３０）着

（佐井車庫発の定期バスに乗車で大畑駅降車）

◇運 賃（税込み）

往復割引発売
乗車券を、往復でお求めになるとお ｉ号 です。

復 路 が 一 割 引 になります。
－

○お申 込み・お問合せは

・下 北交通 株式会社 むつバスターミ ナル 公（０１７５）２２－８６５０

・下 北交通 株式会社 大 畑 出 張 所 公（０１７５）３４ 一２３２５

・下 北交通 株式会社 本 社 営 業 企 画 部 登（０１７５）２３－３ １１１
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